
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ
ﾈ

未
曽
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
！

答
え
な
い
市
長
で
は
市
民
は
守
れ
な
い

納
田
　
さ
お
り
（
無
所
属
③
）

リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
は

市
長
の
言
葉
で
明
確
な
方
向
性
を
示
せ

田
村
　
ひ
ろ
ゆ
き
（
無
所
属
④
）

質
問　
令
和
３
年
に
は
市
長
選

挙
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

次
の
４
年
間
を
担
う
リ
ー
ダ
ー

に
求
め
ら
れ
る
資
質
と
は
何
か
。

答
弁　
市
政
運
営
に
つ
い
て
明

確
な
方
向
性
を
示
し
、
市
民
・

市
議
会
の
理
解
と
協
力
を
得
な

が
ら
、
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、

市
民
の
た
め
の
市
政
を
前
に
進

め
る
こ
と
だ
。

意
見　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
応
や
議
会
対
応
、
明
確
な
方

向
性
を
市
長
の
言
葉
で
示
し
て

ほ
し
い
場
面
で
そ
れ
が
出
て
こ

な
い
。
答
弁
も
部
下
任
せ
。
こ

れ
が
先
頭
に
立
つ
リ
ー
ダ
ー
の

姿
な
の
か
と
い
う
思
い
だ
。

市
の
マ
ス
ク
備
蓄
状
況

質
問　
マ
ス
ク
備
蓄
の
状
況
は
。

答
弁　
職
員
用
マ
ス
ク
は
年
末

に
約
５
万
枚
の
う
ち
半
数
を
配

布
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の

た
め
そ
の
後
も
追
加
配
布
し
、

今
は
発
注
も
で
き
な
い
状
況
。

意
見　
今
大
地
震
が
き
た
ら
恐

ろ
し
い
。
避
難
所
で
の
感
染
症

蔓
延
も
あ
り
得
る
。
災
害
用
の

備
蓄
と
い
う
面
で
も
検
討
を
。

田
無
公
民
館
・
中
央
図
書
館

質
問　
耐
震
改
修
が
予
定
さ
れ

る
令
和
３
年
度
は
、
地
域
の
活

動
場
所
不
足
が
大
変
深
刻
だ
。

答
弁　
公
民
館
全
館
で
利
用
区

分
を
見
直
し
、
利
用
で
き
る
部

屋
の
枠
を
増
加
。
田
無
公
民
館

休
館
中
も
他
の
公
民
館
で
活
動

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
る
。

意
見　
市
民
の
活
動
場
所
を
奪

う
。
少
な
く
と
も
令
和
３
年
度

に
つ
い
て
は
再
考
を
願
う
。

質
問　
世
界
的
景
気
後
退
局
面

に
入
り
未
曽
有
の
経
済
財
政
危

機
に
直
面
し
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
財
政
調
整
基
金
残
高
は
16

億
２
千
万
円
で
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
の
半
分
以
下
だ
。
丸
山

市
政
７
年
間
、
耳
の
痛
い
財
政

問
題
の
質
問
に
説
明
責
任
を
放

棄
し
、
答
え
な
い
態
度
を
繰
り

返
し
た
姿
勢
が
財
政
運
営
に
緩

み
と
ゆ
が
み
を
生
じ
さ
せ
、
そ

ん
た
く
に
満
ち
た
拡
大
予
算
に

歯
ど
め
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
責
任
を
ど
う
受
け
止
め
る

の
か
。

答
弁　
委
員
会
で
の
答
弁
は
、

執
行
機
関
と
し
て
対
応
す
べ
き

と
認
識
し
て
い
る
。

質
問　
令
和
３
年
度
、
中
央
図

書
館
・
田
無
公
民
館
の
耐
震
化

工
事
に
よ
り
田
無
駅
周
辺
か
ら

市
民
活
動
拠
点
が
激
減
す
る
。

市
税
収
入
等
に
お
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
が
如
実

に
表
れ
る
年
で
あ
り
、
政
策
効

果
の
課
題
が
大
き
い
本
事
業
を
、

凍
結
す
る
決
断
を
す
べ
き
だ
。

答
弁　
耐
用
年
数
を
見
据
え
、

耐
震
化
工
事
を
決
定
し
て
い
る
。

休
館
中
は
他
の
公
民
館
の
利
用

区
分
変
更
で
対
応
す
る
。

質
問　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
現
在
ま
で
の
９
年
間
で
生
活

保
護
受
給
世
帯
は
１
千
107
世
帯
、

扶
助
費
は
53
・
６
％
増
加
し
て

い
る
。
不
況
の
入
り
口
対
応
が

重
要
だ
が
、
生
活
困
窮
者
へ
の

伴
走
型
支
援
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　
国
と
都
の
緊
急
対
策
を

注
視
し
、
対
応
し
て
い
く
。

①
「
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

②
「
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」

【
説
明
】
①
住
民
票
等
自
動
交

付
機
の
廃
止
に
向
け
て
、
証
明

等
交
付
手
数
料
の
う
ち
、
住
民

票
の
写
し
及
び
印
鑑
登
録
証
明

の
項
、
自
動
交
付
機
の
部
分
を

削
除
す
る
。

②「
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利

の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」
の
公
布

に
伴
い
、
登
録
資
格
か
ら
除
か

れ
る「
成
年
被
後
見
人
」を「
意

思
能
力
を
有
し
な
い
者
」
に
改

正
す
る
と
と
も
に
、
住
民
票
等

自
動
交
付
機
を
廃
止
す
る
こ
と

に
よ
り
関
係
条
文
を
削
除
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
多
摩
地
域
に
お
け
る
自
動

交
付
機
の
現
在
の
設
置
状
況
は
。

答　
武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
府

中
市
、
調
布
市
、
小
平
市
、
狛

江
市
、
清
瀬
市
、
西
東
京
市
の

８
市
で
あ
る
。

問　
今
後
の
動
向
は
。

答　
西
東
京
市
と
同
じ
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
い
る
市
は
清
瀬
市

と
調
布
市
。
清
瀬
市
は
３
月
、

調
布
市
は
６
月
に
廃
止
と
聞
い

て
い
る
。

問　
自
動
交
付
機
と
コ
ン
ビ
ニ

交
付
の
運
用
コ
ス
ト
は
。
コ
ン

ビ
ニ
交
付
を
利
用
で
き
る
端
末

の
台
数
は
。

答　
コ
ス
ト
は
平
成
30
年
度
決

算
ベ
ー
ス
で
、
現
在
の
自
動
交

付
機
は
約
２
千
833
万
円
、
コ
ン

ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
は
約
１
千

188
万
円
。
市
内
の
コ
ン
ビ
ニ
業

者
が
約
70
店
舗
あ
り
、
こ
ち
ら

を
利
用
で
き
る
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
状
況
は
。

答　
令
和
元
年
末
時
点
で
の
東

京
都
の
集
計
で
４
万
１
千
291
件
、

20
・
36
％
で
あ
る
。

問　
市
民
カ
ー
ド
の
名
称
の
取

り
扱
い
は
。

答　
名
称
を
「
印
鑑
登
録
証
」

と
想
定
を
し
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
周
知
等
は
具
体

的
に
ど
う
す
る
の
か
。

答　
令
和
元
年
５
月
か
ら
交
付

機
の
ブ
ー
ス
に
案
内
を
掲
示
す

る
ほ
か
、
チ
ラ
シ
配
布
、
市
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で

周
知
し
て
い
る
。
改
め
て
、
市

報
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
等
で
案

内
し
、
廃
止
直
前
に
は
、
今
ま

で
以
上
に
周
知
を
強
化
す
る
。

問　
住
民
票
の
手
数
料
の
見
直

し
や
検
討
は
。

答　
使
用
料
・
手
数
料
等
の
適

正
化
に
関
す
る
基
本
方
針
を
踏

ま
え
、
事
務
手
数
料
は
原
則
３

年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
し
て

い
る
。
毎
年
度
原
価
計
算
を
し
、

受
益
者
負
担
100
％
の
考
え
方
を

踏
ま
え
て
、
検
討
し
て
い
く
。

【
結
果
】
①
②
賛
成
多
数
で
可

決「
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

【
説
明
】
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
保

険
料
賦
課
限
度
額
の
改
定
と
軽

減
対
象
と
な
る
所
得
基
準
額
の

改
正
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。
賦

課
限
度
額
は
、
基
礎
賦
課
額
の

賦
課
限
度
額
を
現
行
の
58
万
円

か
ら
63
万
円
に
、
介
護
納
付
金

賦
課
額
の
賦
課
限
度
額
を
16
万

円
か
ら
17
万
円
に
改
正
す
る
も

の
で
、
令
和
２
年
度
の
政
令
の

改
正
に
伴
い
、
限
度
額
の
引
き

上
げ
を
行
う
。
５
割
軽
減
に
つ

い
て
は
、
被
保
険
者
数
に
乗
じ

る
額
を
28
万
５
千
円
と
、
５
千

円
拡
充
す
る
。
２
割
軽
減
に
つ

い
て
も
同
様
に
、
被
保
険
者
数

に
乗
じ
る
額
を
52
万
円
と
、
１

万
円
拡
充
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
賦
課
限
度
額
改
定
で
影
響

の
あ
る
世
帯
の
給
与
収
入
は
。

答　

１
人
世
帯
約
１
千
300
万
円
、

２
人
世
帯
約
１
千
240
万
円
、
３

人
世
帯
約
１
千
180
万
円
、
４
人

世
帯
約
１
千
120
万
円
で
あ
る
。

問　
基
礎
賦
課
額
及
び
介
護
納

付
金
賦
課
額
の
賦
課
限
度
額
が

改
定
さ
れ
る
が
、
保
険
料
全
体

の
限
度
額
は
。

答　
改
正
後
の
保
険
料
全
体
の

賦
課
限
度
額
で
は
、
基
礎
賦
課

額
63
万
円
、
後
期
高
齢
支
援
金

等
分
19
万
円
、
介
護
納
付
金
賦

課
額
17
万
円
と
な
り
、
99
万
円

が
保
険
料
全
体
の
賦
課
限
度
額

と
な
る
。

問　
今
回
の
改
正
は
、
基
礎
賦

課
額
の
限
度
額
を
58
万
円
か
ら

63
万
円
に
、
介
護
納
付
金
賦
課

額
の
限
度
額
を
16
万
円
か
ら
17

万
円
に
し
、
新
た
に
５
割
軽
減

が
41
世
帯
、
２
割
軽
減
が
96
世

帯
で
よ
い
か
。

答　
そ
の
通
り
で
あ
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す

る
規
約
」

【
説
明
】
令
和
２
・
３
年
度
後

期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
保
険
料
の
軽
減
に
係
る

「
西
東
京
い
こ
い
の
森
公
園
及

び
周
辺
の
市
立
公
園
の
指
定
管

理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い

て
」

【
説
明
】
指
定
管
理
者
の
管
理

す
る
公
の
施
設
に
、
新
た
に
設

置
す
る
「
泉
小
わ
く
わ
く
公

園
」
を
追
加
す
る
。
指
定
管
理

者
が
管
理
す
る
期
間
は
、
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

３
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
開
園
予
定
日
は
。

答　

４
月
上
旬
に
ボ
ー
ル
遊
び

広
場
、
園
路
な
ど
一
部
開
園
し
、

４
カ
月
程
度
芝
生
の
養
生
を
経

て
全
面
開
園
す
る
予
定
。

問　
公
園
に
防
災
機
能
が
整
備

さ
れ
る
が
、
使
い
方
や
点
検
な

ど
は
指
定
管
理
者
が
担
う
の
か
。

答　
指
定
管
理
者
が
中
心
と
な

り
防
災
訓
練
を
実
施
し
な
が
ら
、

管
理
、
使
い
方
な
ど
を
確
認
し

て
い
く
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

「
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
」

【
説
明
】市
内
事
業
者
に
円
滑
な

企
画
総
務
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委
員
会
の
審
査
か
ら

議
案
や
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情
は
、

原
則
と
し
て
所
管
の
常
任
委
員
会
等
で
審
査
を
行
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
今
定
例
会
に
お
け
る
各
委
員
会
で
の

主
な
審
査
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
金
供
給
を
促
進
し
、
事
業
計

画
の
見
直
し
や
事
業
の
拡
大
等

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

既
存
融
資
を
償
還
す
る
た
め
の

借
入
れ
及
び
新
規
借
入
れ
を
あ

わ
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

融
資
制
度
を
創
設
す
る
た
め
に

規
定
の
整
備
を
行
う
。融
資
限

度
額
及
び
償
還
期
間
は
、「
借
換

運
転
資
金
」及
び「
借
換
運
転
資

金
・
借
換
設
備
資
金
」
と
も
に

１
千
500
万
円
の
10
年
以
内
と
す

る
ほ
か
、市
の
利
子
補
給
、保
証

料
助
成
を
行
う
。

【
主
な
質
疑
】

問　
現
行
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
利
用
実
績
は
。

答　
令
和
元
年
12
月
末
時
点
の

実
績
と
し
て
、
事
業
資
金
融
資

の
実
行
件
数
は
64
件
で
３
億
673

万
円
、
特
別
対
策
運
転
資
金
融

資
は
、
平
成
29
年
度
以
降
新
規

受
付
を
停
止
し
た
た
め
新
た
な

実
行
件
数
は
発
生
し
て
い
な
い
。

創
業
資
金
融
資
の
実
行
件
数
は

８
件
で
４
千
750
万
円
で
あ
る
。

問　
改
正
制
度
の
利
用
見
込
み

と
周
知
方
法
は
。

答　
令
和
２
年
度
予
算
の
積
算

に
当
た
っ
て
は
、
融
資
検
討
委

員
会
の
ご
意
見
や
他
市
の
参
考

事
例
か
ら
年
間
25
件
を
想
定
し

て
い
る
。
制
度
の
周
知
方
法
は
、

取
扱
金
融
機
関
全
体
に
対
す
る

説
明
会
の
実
施
、
市
報
・
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、
西
東
京
商

工
会
な
ど
と
連
携
し
、
事
業
周

知
を
図
る
。

問　
多
摩
地
域
に
お
け
る
先
行

事
例
は
。

答　
八
王
子
市
、
立
川
市
、
福

生
市
、
多
摩
市
の
４
市
を
参
考

に
し
た
。

問　
保
証
対
象
に
な
る
業
種
は
。

答　
信
用
保
証
協
会
で
定
め
て

い
る
保
証
対
象
と
な
ら
な
い
農

林
漁
業
、
金
融
業
、
学
校
法
人
、

宗
教
法
人
、
風
俗
関
連
営
業
以

外
は
保
証
対
象
と
考
え
て
い
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

経
費
を
２
年
間
の
時
限
措
置
と

し
て
、
引
き
続
き
各
区
市
町
村

の
一
般
財
源
か
ら
負
担
金
と
し

て
支
弁
す
る
た
め
、
規
約
を
変

更
す
る
。

【
主
な
質
疑
】

問　
こ
の
議
案
が
否
決
さ
れ
た

場
合
ど
う
な
る
の
か
。

答　
保
険
料
の
軽
減
が
な
い
た

め
、
負
担
増
に
な
る
。

問　
保
険
料
は
ど
れ
く
ら
い
の

負
担
額
に
な
る
の
か
。

答　
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の

平
均
保
険
料
の
増
加
額
は
、
軽

減
措
置
が
あ
る
場
合
は
約
４
千

円
、
無
い
場
合
は
約
１
万
円
と

な
る
。

【
結
果
】
賛
成
全
員
で
可
決

一般質問（2）、委員会の審査から

第87号 （７）

西東京市


